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鍵蕊風潔

咀
頭
が
全
道
共
進
会

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
⑥

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
機
能
・
優
美
性
を
競
い
ま
し
た

､ヲ

瀞
gｕ 

－１ 
９Ｐヅ，

勘：

鑿■ 露
鱈簔
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：iii 
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一
吋 Ｐ字

》一一匡

￣ 

u窺
い

ﾐﾐ 

ぢ

i曇讓電:
＝u-9二帝肚Ｐ

平
成
十
四
年
度
根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
が
八
月
二
曰
園
、
ホ
ク
レ
ン
根
室
家

畜
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
開
催
当
曰
、
管
内
全

域
よ
り
百
七
十
六
頭
の
乳
牛
が
集
め
ら
れ

る
中
、
高
橋
茂
氏
（
家
畜
改
良
事
業
団
）

の
審
査
に
よ
り
乳
用
牛
の
機
能
・
優
美
性

が
競
わ
れ
ま
し
た
。

中
標
津
町
農
協
か
ら
は
三
十
八
頭
が
、

第
十
三
回
北
海
道
総
合
共
進
会
（
乳
用
牛

の
部
）
の
予
選
を
兼
ね
だ
、
こ
の
管
内
共

進
会
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
十
二
頭
の
全
道

共
進
会
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
だ
。

ま
だ
、
審
査
の
結
果
、
二
等
賞
以
上
の

入
賞
率
は
六
○
・
五
評
と
好
成
績
を
残
し
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
福

村
稔
氏
出
品
の
ハ
ビ
ィ
イ
ー
ス
ト
ホ
ワ

イ
ト
ロ
ー
ズ
ロ
ー
ザ
号
が
。
イ
ン
タ
ー

ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
リ
ザ
ー
プ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
は
佐
々
木
宏
之
氏
出
品
の
ア
ー
ス
イ
ー

ス
ト
マ
テ
イ
エ
ア
ロ
フ
ラ
ワ
ー
Ｅ

Ｔ
号
が
輝
き
ま
し
だ
。

ｌ層写ｂ

Ｆｑ 

２ 



根室ホルスタイン共進会
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Ｈ１、
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:三色

ﾋﾞヨ
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ii憲懸ｉｉｉｉｉｉ鐘i蝋
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「 二-

５） 
仏

（
別

平成14年度根室管内共進会入賞牛一覧

部 名 出品者入賞成績号

''１川将２擁２Ｍ１ｌセンターリパーパークレインシーアンコール

脳ｌ１１Ｔ秋２鞭Ｊ１冊ｌサイドパレーＮＢプロデュース

、l鳩｛｢許呼２群４１冊２ハッピーランドアルピナゴールドマツクス

久保ＭＩＩ辮竺1州２エクセルシアリーダーシャノン

乙一､

ｉＩＩｉＩｌ１原ｉl； l聯５１冊３サニーデールスウィートアンコールスター

1弾４府３アースイーストテ丘ユールレテゥユーク |ｲﾐ々イミ１V{雄

iYjl;;｝稔1群ｌｌ１ｌＩｆジニニアリザーブチャンヒオン４ハピイイーストホヮイトローズローザ

|ﾉi【々ｲ<昭雄ｌ報２１冊５アースイーストスターパックレテニーク

'１１川将２群111'；５１センターリパーパークレインシーマーカー

禰嶋（`il＃Ｉｖｆ２ｌｌｌｉＧ’ハッピーランドソーニマテ綴ルモアクリスタン

柵嶋Ｍ＃２群.11,冊７１ハッピーランドアイデアルアシリー

微ｌｌｌＴ秋２群６１J』７１ポニーエルムスリーダーアリエル

７１チエリーヒルレスボプログレス 棚ブト鵜.２擁５)ﾊﾞリ

竹村聡２擁］ＭＦ７ＷＶカーネーションエンコア

佐々木Ⅱ/{雄ｌ瀧３)ｉｊ７アースイーストミソノジエニフアー

佐々ｲ<Ⅱ/{雄１嫌ｌｌＷｊ８１アースイーストシヨーマーミレニアム

)[|{:ｌ鹸之２鞭４１冊ＩＲ’リパービレッジローマンフ鯵ローデイフロリン

}llilMI3ノij顕２襟２１ﾊﾞﾄﾞｇハツヒーウードラスエースリーダー

佐々イ<遊込１蝉l1jifインターミディエイト'ﾉザープ９アースイーストマテイエアロフラヮーＥＴ

久傑MlI２桴３｣,刑９エクセルシアビーフ・イパッション

jllilEI川１１１具］桴３１，Wｊ10サニーデールエアロスタージエー

概炸蟻一２弊］１冊1１１チエリーヒルリンテイローザ

佐々木１１N雄１群２)ﾊﾞリ1２アースイーストアスターネツドゴールド

３ 

部 名号 出品者 入賞成績

センターI)パーパーークレインシーーアンコール ilﾘ１１》町 ２嫌２MIj

サイドパレーーＮＢプmJデユース 批l11T-秋 ２稗４１冊

ハッピー-ランドアルピナゴールドマツクス 柵１１リル｛,零|＃ ２群４１冊

エクセルシアＩﾉーダーシャノン 久深剛 l辮竺1胴

サニーデールスウィートアンコールスターー ﾘﾘiIlH原Ｉｉ１ ]罐５府

３ アースイーストテ色エールレテ､二z--ク |ｲﾐ々ｲ<１１/｛雄 1鞭４１iiH

４ ハピイイーストホワイトローズローーザ ifﾙlir徳 l擁ｌｌ１ｌＩｉ ジューニアリザーーブチャンヒオン

◎ アースイーストスターパックレテニーク 代々木Ⅱ艇|Ⅲ l襟２１１iｆ

センターリバーパーク インシーマーカー ''１川将 ２弊lＭ１ｉ

ハッピーランドソーニマ デルモアクリスタン 棉嶋（`;|＃ Ｌ群２},ｉｉ１ｉ

ハツピーーランドアイデア アシリー 柵嶋（‘ず|＃ ２鞭.11,11

ポニーエルムスリーータ ア;ﾉエル 横ｌｌｌＴＢ秋 ２茅６Ｍ'Ｉ

ﾁｴﾘｰｰﾋﾙﾚｽﾎﾟﾌ グレス 樫）lご鴨． ２罐５１i１ｊ

７ ＷＶカーネーーショヲンエ コア 竹村鴫 ２聯］Ｍ『

７ アースイースト ソノジエニフアー |ｲﾐ々木Ⅱﾉ（ l擁３)ｉ'』

８ アースイーストシヨーマーミレニアム 佐々ｲ<ⅡH雄 1嫌l1Wi

８ ﾘパービレッジローマンブローデイブロリン )[|{:,ｉ鹸之 ２罐４１ｉｊ

９ ハツヒーウードラスエースリーダー 桶l鴎ノ澱【！ ２癖２１冊Ｉ

９ アースイ・‐ストマテイエア１つフラワーＥＴ 佐々ｲ<遊込 1蝉l1jil インターミディエイトリザープ

９ エクセルシアビーープイパッション 久保Ｍｌｌ ２禅ＧＩ,iif

1０ サニーデールエアロスターージエーー lllilI2IIIilE ]鞭３１，Wｊ

1１ チエリーーヒルリンテ編イローーザ 慨ル幸. ２坪ｌ１ｉｌ

1２ アーースイーーストアスターネツドゴールド il昌々ｲ〈Ⅱ冊 1群２１A１



黙識
☆ 
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腿搾2ヶ゛が．戸 Ｊ
Ａ
中
標
津
で
は
、

皆
様
の
ご
利
用
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、

地
元
の
農
畜
産
物
や
乳
製
品
な
ど
を
提
供
し

家
族
・
友
人
が
一
緒
に
味
わ
い
楽
し
ん
で
も
ら
う
、

第
四
回
「
Ｊ
Ａ
夏
ま
つ
り
２
０
０
２
」
が

七
月
一
一
十
六
日
㈲
、
午
後
五
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

農
協
事
務
所
前
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
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「必

1口亜」

護
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－－□ 

E軍l雲＝ｄ
、

iL識 ﾋﾞｰﾙを飲んで､旨い物食べて、

ｹﾞｰﾑに､夜店に祭りムード最高潮ノ子供たちに人気の遊具コーナー ■
８
０
日
｝１１（柵’'１特しズニジし｜午貝

'ｌｒべ津にフ午分べ年し’lｋＪｉ－Ｉ１
・泉標ｉｔの、十イ今まに後が：１１

印ア＃｝ｉ人後よンはたび時几は

1蝋綱轍ｌｉ
ｆｔそ航旅晉分にさが谷場備ま

；1燃暫wIHLiiw
に-濠;繕禰；
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戸

耐
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籔
幽

回国ｒ僥鋤》一
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‐上房豊二割

＝＝ニー

篝

jiii鐵垂 ￣ 

纐
,，囮‐穰

農鰯

小学生のＯ×クイズ

￣ ￣ 

曇1F記
￣ 

霧

○
繕
』

■
『

蟻
己

ザ樗

ｌｌｉｌＥ２－ 

Ｉ 
■｣ 

Ｒ
扣

心

」
』

饗僑礒
Ｌ 
Ｐ 

■ 

■ 

:ii1ljiliiiii'i’ 
籔』

彩蕊
』今年笥牛の蒜ぐるみを着て活躍

した太〈ん
ステージ前でウエスタンダンスか
鎖露されました

｜れ製フなを安飲米倣
ズ、，V，イまり完で科会がに
フ鱒がアたま充販の場そタト
オ印、オ、しし，'と各１ﾉﾘｵLiiL
ン１１１光１，'↑た辿さ。でぞた
デ､標イ'ザレlUiojllllれ１はれ人
ユ津各・脇注、ナ、剛に
６１２二伽の文１１１１焼らは
無場灯琲’'１す慾で１A’九参
科脇本」'二機るし〆．ま加
試ｊｉｆ無乳ilkなて二暁し蝋
食仁科な’卜どいユ魚たと
さよ配ど乳膿た１吻・し
れる、ｊの．況数が‘￣￣
まチさ乳ケとＭＬ格蕊偽

や
、
農
卿
血
送
の
「
と
れ
た
て
人
根
」

６
大
特
価
で
版
元
さ
れ
、
人
鵬
況
の
「
主

つ
り
」
と
な
り
ま
し
た
。

る
農
協
女
性
部
の
「
鋤
げ
た
一

し
た
。
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の

戸■、

Ｌ
ザ
ン
ギ
」

つ
で
も
あ

職員の皆さん二,苦労ざまです

－ご鐘》一 一
一
大
勢
の
人
が
夏
ま
つ
り
を
満
喫

ｅ回

..Ｉ ●下

譲と」

房
”
～
、

ワ
０

■■ 

距
・ｏＡＵｌ

ｚ 

ｒ
鐘 蛇`｡｣圏

■喝
一詞

鞠’ 
エー

-１ 

と
' 

高橘組合長の挨拶 蜜罪劉品が当たる｢極引言会｣､特賞はだれの手に

焼肉コーナーは長蛇のう［

５ 



夏場の繁殖寶理 パート２

考えていますか？富暑熱対策

１１１：平に続いての冷夏で、牧]Y〔刈りも:'f慨していると思いますが、

繁殖将卵は大丈夫でしょうか？

囮
前
川
は
発
情
発
兄
の
飯
要
性
に
つ
い
て

》
沸
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
は

》
こ
れ
か
ら
来
る
で
あ
ろ
う
夏
の
暑
熱
対
策

一
に
つ
い
て
、
像
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

）
す
。

呼
磐
い
変
…
蒸
し
鰐
い
状
態
が
続
く
と
、

》
化
塩
す
る
意
欲
が
無
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す

》
よ
ね
？
（
仏
だ
け
で
す
か
ね
？
）
喪
は
牛

汪
も
同
じ
な
ん
で
す
。
よ
く
奥
は
受
胎
率
が

》
低
い
と
闘
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
過
度
な
奥

一
の
韓
さ
は
牛
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
騨

一
を
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？

》
｜
、
飼
料
摂
取
量
が
低
下
す
る

一
繁
殖
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ま
わ
ら
な
い
。

》
｜
｜
、
発
情
徴
候
を
示
さ
な
く
な
る

一
発
情
発
兄
が
困
難
に
な
る
。

二
三
、
暑
さ
に
よ
る
胚
死
の
増
加

》
受
胎
率
が
低
下
す
る
。

一
な
ど
と
、
過
度
な
暑
さ
が
牛
に
与
え
る

一
悪
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
の

一
で
す
！
先
程
も
瀞
き
ま
し
た
が
、
我
々
が

》
炎
天
下
の
１
で
の
仕
鯛
が
は
か
ど
ら
な
い

”
よ
う
に
、
牛
も
韓
さ
で
パ
テ
パ
テ
の
状
態

｛
で
は
、
ま
と
も
に
働
い
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

》
そ
れ
で
い
て
、
前
回
沸
い
た
よ
う
に
発
情

》
の
見
逃
し
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
く
と
…

》
も
う
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

》
そ
れ
で
は
、
こ
の
変
の
粋
さ
の
害
（
以
ｒ
、

》
ヒ
ー
ト
ス
ト
レ
ス
）
を
減
ら
す
の
は
、
只

再
体
的
に
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
で
し

（
凶

よ
う
か
？

｜
、
施
設
面

作
今
内
の
温
度
や
湿
度
を
減
ら
す
為
に

爾
風
機
を
談
綴
す
る
。
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル

作
舎
で
は
、
給
餌
場
や
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

エ
リ
ア
な
ど
に
、
吹
灘
器
を
設
紐
す
る
の

も
効
果
的
で
す
。
刑
は
牛
舎
内
で
の
↑
の

安
楽
性
を
衝
め
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し

よ
、
７
．

二
、
飼
養
面

奥
の
Ⅱ
差
し
に
よ
る
飼
料
の
ヒ
ー
ト
ダ

メ
ー
ジ
を
防
ぐ
た
め
に
、
一
Ⅱ
の
涼
し
い

時
間
榊
に
頻
繁
に
総
価
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
商
砧
質
な
粗
飼
料
や
ミ

ネ
ラ
ル
分
を
総
い
す
る
の
も
効
果
的
で
す

（
第
一
川
川
内
の
発
酵
熱
を
仰
さ
え
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
す
！
）
。

三
、
そ
の
他

き
れ
い
な
水
を
、
十
分
に
供
給
す
る
よ

う
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

な
ど
と
僻
い
て
は
き
ま
し
た
が
、
塊
突

的
に
今
か
ら
で
も
取
り
か
か
れ
る
こ
と
と
、

そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
ま
ず
は
Ⅲ
来
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！
必
ず
や
っ
た
こ
と
に
兄
へ
、

う
効
果
は
、
上
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
夏
場
の
ヒ
ー
ト
ス
ト
レ
ス
を
減

ら
し
て
、
実
り
あ
る
秋
を
迎
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
ｊ

〔
家
奎
川
改
良
課
よ
り
〕

Ｆ式

霞

是
一
感
》
一
苧
夏
』
噸
『
言
噸
哩
一
割

、

！ 

６ 



滴（表①）

割合

88.8％ 

n.２９６ 

１００.Ｏｏｄ 

五
月
ザ
に
掲
舷
さ
れ
て
以
来
な
の
で
ご

記
憶
の
な
い
方
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

前
Ⅲ
は
、
「
望
ま
れ
る
術
環
型
社
会
の
形

成
」
と
「
廃
棄
物
の
種
類
」
を
紹
介
し
ま

廃棄物の排出量〈､F成１０年度）

全１J11

408..190千トン

51,600千トン

460.090千ﾄフ

廃葉物の|ｴ分北海逝測合
I雅漿聡莱物38,420「ﾄﾝ(全圃の約9.100）９３」oi，
‐般礎堆物2.850T･ﾄｼ(全国の約5.596）6.91t，
／入
叩

10()、(JＴ11.27()Ｔ･し

三
Ｗ

を億八莱億がのつ 廃準夢るい焼莱せ付たそし体個ｉｆにし
藤八八物六ざデい廃棄いえくちき物んけこれ縦と々さよた
業i７．排Ｔ_表，て葉物でてき１F焼の。るとをけしのれり・
廃IIL'八｜[ＭＬ①タは物のすい力業却排今こい司てて農て新ｌ１Ｅｌ

…噸三…嚇溌｛譲；
物几とに卜令な平排出
がノノな対ン岡リ成ノＩ（量
ＩＩＴトるしのでま－|・LIlこ
めン［几Ｉ、礎ＩＩＬ’す年に

饗
(炎②】野外焼却の禁止に関する罰則等 ま

す
。
ま
た
、
北
海
近
で
兄
る
と
Ｗ
Ｔ
ｎ

Ｚ
十
七
〃
ト
ン
の
廃
棄
物
排
川
雌
に
対
し
、

厳
業
廃
葉
物
の
馴
合
が
九
三
・
一
訂
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
産
業
廃
莱
物
の
巾
で
、

多
く
を
占
め
る
の
は
畜
産
農
業
か
ら
排
出

さ
れ
る
動
物
の
糞
尿
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ふ
ん
尿
の
適
正
処
卵
が
叫
ば
れ
て
い
る
叩

由
が
伺
え
ま
す
。

津殉

廃棄物の焼却禁止違反

３年以「の徴役、300ﾉﾉI[}以lfの筋Mir、Ｘはこの'ﾙ科
焼却に関する処理基準

①廃棄物が飛散。流'1Lないこと
②悪りし・騒宵・賑iIillによる'{新環境保全｣ろの文ljlifが'１ﾐじないために必嬰
な処nKを,識ずること

③次のMii進をｲ]する焼｣il],没Ⅲiを)Ⅱいること
・骸捧ilix人1Ｍこび煙突の先端以ﾀﾄに焼却1没lWiと外気が接することなく

腿乗物を焼jillできること

．焼111に必要な1,ｔの空気のjui風が行われること

④次の〃法により焼｣:|]すること
・ｌｈＹｉ突の先端以外から燃焼ガスが排{[I,されない二と
.煙突の先端から火災ＸはjA(煙が排Ⅱ)されないこと
・煉突から焼上Ⅱ灰や求燃物が飛散しないようにすること

野
焼
き
焼
却
の
規
制

平
成
Ｉ
三
年
四
月
一
Ⅱ
施
行
の
法
改
ｆ

に
よ
り
野
外
で
の
廃
棄
物
焼
却
を
紫
化
し
、

血
接
罰
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
く
こ
の
帝
殿
に
は
、
焼
却
に
当
た
っ
て

必
要
な
処
理
推
準
を
櫛
た
す
焼
却
談
備
を

川
い
て
焼
却
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
政

物いあがさのホダまのれなを必すす根iiL行い正

鱗鱗豈堪鵬鵜菱:蝿＄
:騨縦：膨鯉,嫉撰糊２１淡楚野ｆｉ

鰯糾鯛鯏蝋諏鵬螺
騨瀞鰔漸雛繩織蘇

Iｉ ｒ可

(衣③）法令で定める例外事項（抜粋〕

①法令ＸはこれにJ,鴫づく処分により行う廃乗物のkﾘﾋ｣W］
例・家瀞伝染病ｒ防法に雄づく忠蒜Ｘは擬似忠帝の死体等の焼却

②ｌＩｉ１Ｘは地刀公｣liFjl体がそのjIili,MIEの杵nNを行うために必瞬廃葉物の焼｣{］
例・illfﾊﾟ&符珊肘が艀班を行うための漂行物鞭の焼All

③iﾉﾐ災、風'1（害、火災、ｉ駒1,『醤その他災源の卜防応忍丸I策又は復１１|のため
に心要な聡蝿物の焼却
（舳災ｉＩｆｌ聯の木くず襟の焼却

①瓜裕慨iPilz人は鑛教｣二の↑｢'１Fを行うために必要左腐乗物の焼上|】
例・どんど焼き蝉の地域の行1｢における、イ鰹となったしめ繩蝉の焼よ'」

⑤於業、１１壌〆は漁雄を溝むために必要な廃難物の焼却
例・林業齢が行う伐採した技等の焼｣１］

⑥焚き火そのiULllflﾔ'1{沼を溝かi二で皿粥ijわれる廃止物の焼よ']であって椛
微な６の
例・焚き火、キャンプファイヤーなどを行う際のｲ＜くず蝶のM巴:Ⅲ

灘'１話環境12粁し〈父Ijiitをきたす－１；&タイヤ、」ゾビビニールの焼｣:１１はｲﾊiiri命令
の川･象となることがある。

温
度
が
低
い
と
発
化
す
る
と
さ
れ
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
で
す
の
で
艦
備
さ
れ
た
焼
却

施
段
以
外
で
の
焼
却
は
翁
て
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
の
発
生
源
と
な
る
訳
で
す
。

ま
さ
に
「
き
れ
い
ご
と
」
に
な
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー
ジ

を
Ⅱ
指
す
北
流
近
に
は
「
野
焼
き
」
も
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
》
．
｝
．
、
え
ま
せ
ん
か

？
（
次
川
へ
続
く
）

￣７ 

廃棄物の|ｴ分 I上糠逝 測介 全１通’ 割合

I雅業朧乗物 38,-120下トパ全圃の約9.10t)） 93.1,1） 4()8..190千トン 88.8％ 

‐般礎粟物 2.850T･ﾄｼ(全国の約5.5％） 6.9％ 51,600Fﾄシ 1１．２９６ 

介制 11.27()Ｔ･ﾄン 100.01】６ 460.090｢-ﾄン 100.0〔)。

廃棄物の排出量〈12成1011包皮）（灸①）
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和
や
か
に
す
ぐ
す
ぐ

育
つ
女
の
子
／

一一

■： 

一
用
色
兜

■＝ 
■ 

凶

￣■ 

誕
瘤

Iゴー
、

なごみ

犬.奨及久和ちゃん(11力)I）本多健隈 僻地区 み かさん■ 

ｒ
Ｌ
 紬
人
浅
棚

で
川
迎
え
て
く
れ

た
柳
ち
ゃ
ん
。
早

速
、
沖
段
の
和
ち
ゃ
ん
を
取
材
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

剛
ち
ゃ
ん
は
こ
れ
ま
で
、
栄
鍵
柵
点
な

仰
乳
を
飲
ん
で
い
る
か
ら
か
、
病
気
ら
し

い
病
気
一
つ
せ
ず
、
お
む
つ
か
ぶ
れ
で
ち

ょ
っ
と
悩
ん
だ
程
哩
！
と
マ
マ
が
太
披
判

を
押
す
ほ
ど
、
元
気
に
す
ぐ
す
ぐ
育
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

机
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
、
和
ち
ゃ
ん
よ
り

ほ
ん
の
少
し
早
く
他
ま
れ
た
お
伽
ち
ゃ
ん

犬
と
、
ま
る
で
姉
妹
の
よ
う
に
？
、
緒
に

テ
ラ
ス
越
し
に
仲
良
く
ジ
ャ
レ
谷
っ
て
遊

ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
の
気
象
情
報
を
兄
る
の

が
人
好
き
で
、
特
に
台
風
怖
報
が
入
る
と
、

ご
飯
時
で
も
食
べ
る
躯
そ
っ
ち
の
け
で
身

を
乗
り
出
し
て
凡
て
い
る
ん
だ
っ
て
。
極

雌
近
の
和
ち
ゃ
ん
は
と
い
え
ば
、
し
ま
っ

た
物
．
入
れ
た
物
を
全
部
出
し
て
遊
ん
だ

り
、
な
ん
で
も
と
り
あ
え
ず
Ⅱ
に
入
れ
て

み
た
り
、
マ
マ
が
お
む
つ
を
た
た
ん
だ
り
、

洗
っ
た
り
、
ｒ
し
た
り
す
る
所
に
は
す
か

「、
■ 

少ちさ橋の」『Ｌ
々おやん地人つ紋
ぼ憐ん宅区気只1V【

？漉で腿・特''1収
蝿沖箪は:朧
ベでイⅡ雌依Ⅱ業

な脈ルミうマリいにこて一い人いしてあも６さ
つかみにイⅡマし、|ドーとそ、笑ｿ｝だまがいちせ；ず
てらん111］ちはたを特はん将宅だけしつらやず゜接
ねもなぴや話人兄ｉｉｌｊと欺米+けはたてれん、そ近
１机の’１|’んし人つ皿マイ1］は‐はｌｌｆ゜欲てに年九し
し愛ぴ１てにけりマちか力人手でし、煩に力、て
ま傭とこぐなら行にやな）ｊ土気もいマけ数ら、

：淫の北つれつ郷んり位大味．わマら'Ⅲ１．ち

,i1i誌臓:榔趣源::黙;
久愛やの。れな分弓にねいてけとんよおわど’）のけか人ば、の刊」９１１１%|噸れだてつ利な人い
ｒて'ﾐﾒﾑ：ｉｆ鱒１鱗ごljiWiVl｣洲ギ
に、家よとかたかるん？いのて寂しばりら

‘Ｉ 

Ｆ錦

８ 



夏季の体細胞増加ストップノ

北根室地区農業改良普及センター

一
年
の
巾
で
．
爵
、
牛
に
と
っ
て
辛
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
人
間

に
と
っ
て
も
暑
く
て
大
変
で
す
が
、
牛
の

限
界
気
温
は
．
、
五
℃
位
で
す
か
ら
、
そ
れ

以
上
に
な
る
と
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
や
す

く
な
り
ま
す
（
衣
）
。

ま
た
、
表
詮
か
ら
読
み
と
れ
る
よ
う
に

根
寵
構
内
八
腱
協
の
体
細
胞
数
（
合
乳
）
は

①
奥
季

②
含
飼
い
期

に
お
い
て
、
堀
川
の
傾
向
が
兄
ら
九
、
他

の
腱
協
に
お
い
て
６
Ｍ
じ
傾
向
が
兄
ら
れ

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
と
、
様
々
な

サ
イ
ン
が
拠
れ
て
き
ま
す
。

そ
の
サ
イ
ン
の
．
つ
で
あ
る
奥
場
の
体

細
胞
噸
加
を
防
い
で
、
良
質
乳
の
川
術
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

体
細
胞
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

奥
季
に
注
意
す
る
こ
と
と
し
て

⑩
牛
舎
内
に
湿
気
を
た
め
込
ま
な
い

Ｐ句

表１乳牛の限界温度

下|隈 上l堤

Ｐ６℃ 子牛 １３苣Ｃ

－５℃ ２６℃ 育成牛

２５uＣ 乾乳牛’－１４℃
薊壷ピークの泌乳牛’－２５℃ ２５，℃ 

(生産獣医療システム乳牛編1より）

表２根室管内Ａ熾協の体細胞推移

A農協

こ
の
時
期
の
牛
は
、
熱
を
発
散
す
る
こ

と
で
体
温
を
ｒ
げ
よ
う
レ
ア
し
ま
す
。
大
型

換
気
噸
（
写
典
こ
の
利
川
や
、
フ
リ
ー

ス
ト
ー
ル
牛
舎
に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
エ
リ
ア
や
、
飼
槽
付
近
な
ど
に
換

気
咽
を
識
縦
す
る
こ
と
で
空
気
を
入
れ
換

璋
え
ま
‐
し
よ
、
７
．

②
乾
燥
し
た
牛
床
・
パ
ド
ッ
ク
を
作
る

前
述
の
湿
気
対
策
と
同
様
に
、
換
気
脳

な
ど
で
湿
気
を
防
ぐ
こ
と
や
、
パ
ド
ッ
ク

の
排
水
を
良
く
す
る
、
欺
き
科
を
こ
ま
め

に
取
り
勝
え
、
換
燥
さ
せ
る
（
写
典
己
）

休紹胞致

、

８
６
４
２
０
８
 

２
２
２
２
２
１
 

／ 
■ﾛ 

ハョ 一旬
堂〆

Ⅱ 

｡! 

４月上旬６月上旬８月上旬１０月上旬１２月上旬２月上旬
５月上旬７月上旬９月上旬１Ｔ月上旬１月上旬３月上旬

L雪一 Ｈ１３差－１１１２△Ｈ１！Ｈ1４ 

忍

…
霞

な
ど
の
エ
犬
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
．

③
前
搾
り
乳
は
牛
床
に
捨
て
な
い

搾
乳
の
際
に
、
↑
床
に
前
搾
り
乳
を
捨

て
て
い
ま
せ
ん
か
。

牛
床
が
乾
燥
せ
ず
、
新
た
な
乳
腸
炎
感

染
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
前
搾
り
は
ス
ト

リ
ソ
プ
カ
ッ
プ
を
用
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

ハ
ー
ラ
ー
で
は
前
搾
り
乳
を
次
の
牛
群
が

入
っ
て
く
る
前
に
洗
い
流
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

以
上
の
一
一
一
点
の
こ
と
に
淀
な
し
な
が
ら
、

奥
季
の
体
細
胞
数
琳
加
を
少
し
で
も
軽
減

し
、
奥
を
采
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

‘Ｍｉ 
｢､起動

￣ﾛ■ 

、
｢■■ 

￣ 

】

胸
別

一▼可

穴原一
芒一一二一=菱垂=ニーー記

写真２
写真１

９ 

1,1促エl堤

子牛 １３，Ｃｚ６－Ｃ 

育成午 －５℃’２６℃ 
乾乳午 －１４℃２５℃ 

乳最ピークの泌乳牛 －２５℃’２５℃ 



『
自
ら
ど
う
す
る
か
」
を
考
え
ら
れ
る

担
い
手
の
育
成
に
向
け
て
。

つ｜Ⅱ※脇ど農はれiilぴとの況喫が継られ会
い談な力を希今当ま両設とし振下な考簡江後ま設六
て課おを実望後農し゛工なて典、,;!Ｌえ不る継し１１：）｜
おと、お施貯、脇た収総り、と今題ら征時瀞た総二
気衣こ願し－文iM1j･支会ま担地般とれ農代に。会｝
蛭つのいての援橋役】急にしい域、な、家でもが几
にて協致参募対組、Ｊ１［おた手の狐つ新のあ農、｜」
ｌ１Ｉｉお繊しり集染谷進にい゜創活いて＃Ａ体’）業鰹、
いり会ままを者奨Ⅱ｣iって川性手お就農、塊脇、'１
合まのすすしへがにい、協化をＩ）膿発ま場１１１腱
わすイド゜の、後進おて協識を行ま希生たへ会協
せの勝でIiW継川い原縦会ｌｘｌ成す蝋率近の議担
下で局、修満さて案会をるし・荷がいｌｌｌｌ寵い
さ、はご会及オＬ協皿要設二、この’2将応に了
い協農理のぴま識Ｉ）領ウニと’''１の行外来性て（ill
・繊協ｉｉＷ｜)Ｈ新し会ノｋ、すを内様成す的が行川
会経、催遡た会認。1Ｆる「１農なもるに求な脇
に鴬ご葱就・長さ業述的業状ｉlｒ蛎後めわ識

●
中
標
津
町
農
協
担
い
手
創
出
協
議
会
設
立
総
会

fＦｈ 

中標津町農協担い手創出協議会担い手創出プログラム

○支援対象者
１．学卒後継者
２.Ｕターン後継者
ａ新規就農希望者
４.その他､会長が特に認めた者

Ｏ支援対策(基本的なプログラム）

－１後継者 新規就農希望者

①座学研修 ①座学研修

(基礎:２週間程度） (基礎2週間程度）
1年巨

②ヘルパー研修 ②農家実習(実践研修）

(青年ヘルパー） (概ね1年間）

①座学研修 ①座学研修

(高度:２週間程度） (高度:２週間程度）
2年目「因

②ヘルパー研修 ②ヘルパー研修

(青年ヘルパー） ((旬ファム･エイ）

①ヘルパー研修
3年巨

((旬ファム･エイ）

☆奨励金授与研修終了後 ☆激励会
☆激励会

I ↓ 

◎新規就農

・農場リース事業

・農地保有合理化事業

◎後継者

,中標津町新規就農者対策事業

･中標津町農協新規就農者支援事業Ｕ｜｜小一一、

担い手

中標津町内農業の振興と地域の活性化

１０ 

～ 後継者 新規就農希望者

1年目

①座学研修

(基礎:２週間程度）

②ヘルパー研修

(青年ヘルパー）

①座学研修

(基礎2週間程度）

②農家実習(実践研修）

(概ね1年間）

2年目

①座学研修

(高度:２週間程度）

②ヘルパー研修

(青年ヘルパー）

①座学研修

(高度:２週間程度）

②ヘルパー研修

((旬ファム･エイ）

3年目
①ヘルパー研修

((旬ファム･エ:ｲ）

研修終了後 ☆奨励金授与

☆激励会
☆激励会

０F 
－－ 

.gBYF-

認，

'｜中標津ﾛ、農業の振興と地域の活'て



地
域
の
文
化
を
次
の
世
代
に
伝
え
た
い
。

再利用の
サイロで美術館

艤婆

｡ 鰯

灘
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る張将イ1二人栄イるⅡに砿はと即」を略jlifで介
そｌ）米郡部侍デとにｊ一行、をさ業農し１１１;す
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催
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暮
ら
し
の

【家庭菜園】その＠

知
⑤ 

栄養障害の判別
「

北根室地区農業改良普及センター

lＬ 

蕊
の
部
分
に
生
ず
る
変
色
・
変
形
は
栄

養
障
宵
な
の
か
病
害
な
の
か
、
判
断
が
つ

き
に
く
い
も
の
で
す
。
周
州
の
株
に
も
一

様
に
同
じ
よ
う
な
症
状
が
兄
ら
札
る
場
什

は
、
栄
養
障
群
と
夢
え
ら
れ
ま
す
。
逆
に
、

￣、

謬燵ｃつ塾二・T＝h,

紫脈のl1IIがｉｉｉ化 不定形の白斑・褐色斑
一一一一一一一.－－－－－－－－－▲一二■■■■■二二■－－■母■■。■■■■■

蕊の周ullが黄化

下
蕊
か
ら
出
や
す
い

カ
ー
仇
乏

うり．ほうれんそうなど｜ピーマン、えだまめ、トマトｌなす、いちごなど

髻
亡

１． 

堆の川囲が黄化莱脈に沿い薄い黄、色になる鎚脈のlHIがiii化

Ｆ
蕊
や
果
実
近
く
の
菜
に
山

や
す
い：
ｔ
ｋ
イ
Ｚ

部
分
的
に
症
状
が
兄
ら
れ
る
陽
介
や
、
雄

に
は
っ
き
り
と
し
た
褐
色
斑
点
、
口
っ
ぽ

い
カ
ビ
が
唯
え
た
り
、
叢
が
部
分
的
に
褐

色
化
し
て
い
る
場
合
は
病
害
し
一
巻
え
ら
れ

ま
す
。
対
策
と
し
て
、
ｔ
蟻
診
断
を
行
な
い
、

￣ 

ｉｆ食す、ほうれんそうなど だし、こんいちご、きゅうり、ピーマン Ｅ口

英脈部分が緑色で､残り全体が｜葉脈間が鮮やかに黄化す-愚す
い

仇
誕

生
氏
点
近
く
（
頂
雌
）
の
蝿
に
出
や

Ｍ
麺
叫
刎
Ｉ
勺
Ｙ
、
Ⅱ
ノ
ｖ
（
前
川
パ
Ⅱ
ノ
ゾ

はっきりと黄化す患

えんどう、ほうれんそうなどｌきゅうりなど

‐
に
壌
改
良
剤
を
施
用
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
化
行
中
の
改
蒋
策
と
し
て
は
、
各

祁
蛎
而
散
布
剤
（
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
な
ど
）
が
あ

り
ま
す
。
杵
段
か
ら
、
葉
の
色
の
変
化
、
形

な
ど
を
観
察
し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

ﾕ梨巨●＞塾ニヲ'三

葉の周囲がｶｯﾌﾟ状に巻き｣二が｜マ
リ、緋が白っぽくなる｜、

掲色小斑点を伴い萎捌-4-るｌｊｌＬ紫小斑点を伴いねじれ愚

１
－
小
，
１
，
７
｛
云
小
退
旧
到
嗣

り、

罫
ン

ガ

γ
過

●
‐
‐
１
１
－
－
 iii トマト、なすきゅうI》

'1５ 

=』H1迄ｃつ窒二色色』

下蕊から出やすい１打ⅣⅡⅡノム硯ハイフに
栞の周囲が黄化

きゅうり、（`Ｉうれんそうなど

莱脈の'１１１が茂化

ピーマン．えだまめ、トマト

不定形の１４１斑・褐色斑

なす、いちごなど

ド姫や果実近くの菜に川
やすい

器｝ｐ１Ｔ－ｌｍハイラに
姫脈の|H1が黄化

､、ちご、きｖｊうり、ピーマン

莱脈に沿い薄い黄、色になる

なす、ほうれんそうなど

紫のﾉﾉI皿が澁化

だいき-.ん

生氏点近く（頂嬢）の虻に出や
すい

酔訊‐マＭＪ獣ⅣⅥゾ
ル八二に

莱脈部分が緑色で､残り全体が

はっきりと黄化する

えんどう、ほうれんそうなど

葉脈間が鮮やかに黄化する

きゅうりなど

二轌・＞蓼ニラEラ

会い，ロノ圭玄小堀祠哩訓。帆
|り､緑が白っぽくなる
i---..-.----.-･…-－ 

1葉の川IHiがカップ状に巻き上が

夢'… マｙｖ勘〃ｙｖね週副刷
褐色小斑点を 棚-タる

瀞
きゅうI）

凪紫/｣､斑点を伴いねじれる

蕊
ﾄｰﾏﾄ、なす
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ひと.いえ､くる藻に．

大きな安心そろってます。ﾌ月の組合日誌
JA共済は､相互扶助｢助け合い｣を理念とした協同組合保険。
営利を目的としていないので､納得のいく掛金で大きな保障が得られます。種馬鈴しよ防疫検査

担い手創出協議会打ち合わせ

第２回熟年会役員会

交流拠点施設入札

種馬鈴しょ役員会

馬鈴しよ生産者全体会議

種馬鈴しょ防疫検査

経営構造対策事業貯蔵施設外

構エ事入札

種馬鈴“防疫検査

結婚対策相談員会議

第１回酪農ヘルパー利用組合

役員会

第５回青年部役員会

日大獣医学科牧場実習受入式

大根部会打合わせ

大根生産者全体会議

大根部会打合わせ

資金融資協議

５日

９日

１０日

１１日

￣ 

ＪＡの生命共漬は、

万一の儒障は麺ちろん、
医療保障の充実に猶力を入れています。

１３日

１５日

１６日

全入院特約は

長期入院はもちろん短期入院まで
ワイドに保障します。

･病気で5曰以上艶院して入院した場合､または
災害で５曰以上入院した堤台.入院初曰莎から
お支払いします。

万一のときも安心

一時金だけでは怠くご家族の生活資金としての
年金をお受取りになれる｢愛のかに石」(生活保
障楕約)をご用意しています。
また重度緯害や介護に備えた特約蒄充窪してい
ます－ 拝、

岸 －１回の入暁で､200曰意て係蹄します,

,通算支払已致は､無創唄です。
･がん入皖会保障持則付の露台.がん入
院を岩顕偶障します｡入院日数は､編
制蕊です。

１７Ｅ 

共済掛金払込

免除制度あります。

病気･災害芯こて所定の状態
になられたときは､共済掛金
弘込免除制度により､その後
の共済握金lさＷｚﾆだきません。

１８日

22日 一一庁

Ｃ 

Ｌ 

24日

３１日 ひと．いえくるまＪＡ共済には薯らしの保扉のすべてがそろっています

あなたのライフプランにあわせてライフアドバイザーがご提案します

ひといえくる宗

柊身共済･裂老室命共j里１樫麹墳韓冬済自勤淑美済
廷ど苞共済･年金共演･がん共済…鱸豊満碑葬’：譲膨
窟蛎生命共済･慨富共済火災共済自陪涜共讃

に､

霊藺盆臨時休業のお知らせ

Ｓ月15曰(村、１６曰鬮は孟藺盆につき、臨時休業致します。

ただし、信用、ＡＴＭ、組勘、共済は午後３時までの営業とし、

桜ケ丘給油所、Ａコープ、人工授精業務は平常業務致します。
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大正７，８年頃に入植した新井家(本家)。

この写真を撮ったのは、終戦間もない昭和21年頃だと

思います。屋根はワラブキで、建物も板のみ、暖熱材
□O 

などあろうはずもな〈へ冬の寒い夜はマキストーブの、

近くに希団を敷いて、家族で寄り添って寝たもん毛魂．
あの当時の人間は強く、暹しかったですね。
Ｔ■ 
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